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　　A－50　池<n ・ろ，ヽろri U i% It i。n る脂陥の脂肪酸組版

　　　　　　気k安気'ぷ攻　・伸子田瀾l・ふ祥軸美・野口駈

　a 的　象．脂肪・. 体．郎介･ よ．マi f* る脂肪直組鳶を*っか% 々ヽにフ･ヽマ捨tフ

レ･ これ㈹よ．1 亀．鋳t 部会ヵヽら埓られre 脂池ヵ・魚．可食杯奏の吟肱・秘なを代－

レうる*ヽ% *ヽい月らftヽIて? -5 .

　免^　亀全体を･ 酸劃P3iヽi;ぴ,勾弧-6 除ざ. 攻・血ふ・背・腹Ji･よi,'£・各部K 脊け

H ,れ.ぞれ石fz堵粉雄後. I - r >レ■r** レ. 湯ら･tuる^t噴をi- 夕> -Iし･ 城酸A-tヽ，子

･レ化し. 溥ら必唇脂肪酸メ■f Iレ% がX 7 D 7 F グラフ，（　８ t F ,- ^^ . * 7ム; £>

E firiS . i，．φ" 2-≫I,　，カラA 湛遭2| 0・C , ＊系蚕齢a 各)z･/i^新し. 名成ふ比をt!齢

寸? ．

　綿畢　･り叡掩・叙にっい7 . 奢5* 粂,J l< ぞれt/皮付在Iv 像* 今< 屋部K 最t 少い*#.

伺が認・，られ糎ダ≒構飛脂貼酸,t つぃ7 13;， ^ 。祷類I' わ含* 叱・ｿ持I- 8l.il r* % ，y

箭めItい．

　　　Ａ－51　食品類の水落性蚕ね賃と･へ?ﾌ°ナK類,こ聞するμ究( 第H報)

　　　　　　新湯大赦育　大塚一止　o 武　桓子　馮積介子

　il 的　食ゐ中り水溶性蛋白( WE P ），オリゴ゛ペフ・テ(-･II ( 0 p リ*. I 味の面に

おヽいT 重要な伐劃i 禾すことかヽ推定i れう. 本研島にp Iヽ1 tt、食la 卵の調理加工の

羞漠にょっX WE f , op 加如何なる差漠1 示ずや，また，I.昧面において吹口何ff 句

収則を尽[てぃるか乏明ら*りこ1 ゐことをa 的とｋてぃ石。本報iこPヽいてI*大ｉの調

Jf 加ニ’゛よっｰﾏW E p "iヽ゛如ｲりこ爰化するカ|Iこついて試験すゐと共にWE pの酵素陽性

に->いてｔ 2, 3 の実験を行-･だ。

　方漬　戦料としz 左大豆，煮大豆，いり大豆，納s.,豆腐，枝1., 大亘i やi i使

用I だ。各戦料を水と薯･こ膚砕後, t∂oo∂r.f. ，。ぶ）旁冷凍まむし上澄液を3 a間

透苛後，冷凛乾燥しW E pの試料t [ t.　IV E P の今別It ホ,リア7 '丿ア5 ドr /心

支行体とするテ"< スフt.気冰勃うiいこJ｀-，た。また. IV E p の肌,叩k.3.ii.se.,　A-mla.se.,

Hiiri.tiLT以u｡ct.a,se 話性1 常法によって試験しt-。

　結果　ｦ"イス7 電気泳勤渚にょ-> 1 、生大豆？，煮大豆￥,いり犬豆3,　納at. 1,

大豆t 々し/ / のW B p i.認め布。このうち，生大豆と大S. ^,'^いよ, ･,･な<)瀬加の

IV E pであっち。また，"±大更には争了量の比較的小ざいW E p が多いこと^ r'推東t

れた. iた･　乙　2 °試料゛F‰叩(ia.taje.洒性李たit /＼町はぬ丿i性か澗ヽめらAた。

洛試料の水神ぬ漢のアミノ岐組爽ならぴ十その呈味iこかな'] 鼻溝か' 認められた.


